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条件と動的フックの法則より,同図(a)のように落下棒 2が速度 voで横棒 1に取り付けたピンに
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X (b)応力
波の反射透過RI=12.5mm,l1-1900mm,α-2.122-20m ,
l2-540mmVo=3.13m/see,l-340mmC-I- 70m/se,C2-5
えば,前面は打撃を受けて圧縮応力が生ずるのに対し後面には引張応力が発生し剥離が起きたり
する｡したがって,耐衝撃設計を行うためには,応力波の発生および伝ば現象について十分理解
しておく必要がある｡そのためには,いっも数値計算に頼るのではなく,問題を単純化し解析的
に解を求め,その物理的意味を理解できるようにする必要がある｡
以上の観点から,本文では,丸棒の縦衝撃を例に,応力波の発生と伝ば現象について解説し,
図式解法によって衝撃応力を求める手法を示した｡衝撃現象の理解と耐衝撃設計の一助と成れば
幸いである｡
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